
宮城県石巻ブロック災害廃棄物処理業務

災害廃棄物処理における
アスベスト対策
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業務位置

１）施設位置 2



２）災害廃棄物二次仮置き場 3



混合廃棄物 粗選別 粗破砕 破砕選別 可燃物 場内焼却 主灰 造粒固化 土木資材

広域処理 飛灰 最終処分

不燃物 最終処分

ふるい下

津波堆積物 土壌洗浄 砂 土木資材

礫 土木資材

廃棄物 焼却施設へ

汚泥 不溶化固化 土木資材

土質改質 土砂 土木資材

廃棄物 混廃ﾗｲﾝへ

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 破砕 土木資材

木くず 一部破砕 ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗ 熱利用

ﾘｻｲｸﾙ可能物

想い出の品

有害物･危険物

ﾘｻｲｸﾙ可能物

３）場内における処理フロー
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○アスベスト含有物混入の検査

混合廃棄物に一部混入されたスレートなどのアスベスト
含有のおそれがある災害廃棄物については、仮置場搬入
後、破砕を行う前に手作業により取り除きます。

○暴露防止対策

作業員は、暴露防止措置を講じた上で作業に従事します。

手作業による危険物等
の除去（40㎥を５～６
人で20分程度で実施）

石綿含有が疑われる
ものはﾌﾚｺﾝに保管

作業員は保護具
を着用

混合廃棄物の粗選別
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手選別の状況
（作業員は防護具を着用） アスベスト含有建材 コンガラ・アスガラ選別された石綿含有が疑われる建材

混合廃棄物の手選別

○アスベスト含有物混入の再検査

ベルトコンベア上を流れてくる混合廃棄物について、
再度手選別によりアスベスト含有のおそれがある建材等
を取り除きます。

○暴露防止対策

作業員は、暴露防止措置を講じた上で作業に従事します。
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敷地境界、作業環境等でのモニタリングを実施しています。

☆公定分析（アスベスト繊維数濃度）
●：公定分析（月１回）
①敷地境界 管理値 10本/L
②作業環境 管理値150本/L

☆総繊維数濃度 管理値150本/L
●：日常モニタリング（日１回）
●：搬送コンベヤ常時モニタリング

４）モニタリングの実施 9



測定月日 敷地境界 作業環境

管理値 10本/L 150 本/L
平成24年7月 ND 2.7 本/L
平成24年8月 0.23本/L 0.56本/L
平成24年9月 0.46本/L 1.1 本/L
平成24年10月 0.28本/L 0.67本/L
平成24年11月 ND 0.61本/L
平成24年12月 ND 0.56本/L

敷地境界 作業環境

５）公定分析結果（アスベスト繊維数濃度）

これまでに問題となる値は検出されていません。
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（参考①）搬送コンベア常時モニタリング

繊維状粒子濃度の常時監視を実施。
管理値（１５０本/Ｌ）を超えた場合は警報が発令。
搬送コンベアを停止し原因究明を実施しています。

ファイバーモニター設置状況
（地上コンベア）

ファイバーモニター設置状況
（階上コンベア）
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（参考②）搬送コンベア常時モニタリング管理値超過時の対応例

150本超過時は原因究明
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